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Ｒ５  学校評価（保護者）
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1
学校教育目標と学校経営方針にそった学校運営が
行われた。

63.6% 36.4% 0.0% 0.0% 45.0% 55.0% 0.0% 0.0%

2
教育目標や学校経営方針を意識し教育活動に取り
組んだ。

54.5% 40.9% 4.6% 0.0% 35.0% 65.0% 0.0% 0.0%

3 教職員が相互に協働し教育活動が行われていた。 63.6% 31.8% 4.6% 0.0% 35.0% 65.0% 0.0% 0.0%

4
Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクルを生かした教育活動に取
り組んでいた。

31.8% 68.2% 0.0% 0.0% 10.5% 84.2% 5.3% 0.0%

5
「報告、連絡、相談、確認」が機能的に行われ
た。

54.5% 40.9% 4.6% 0.0% 10.0% 85.0% 5.0% 0.0%

6
職員会議や運営委員会、生徒指導会議等は、課題
解決・情報交換等の場になっていた。

54.5% 45.5% 0.0% 0.0% 40.0% 60.0% 0.0% 0.0%

7
校内研究・校内研修は適切な課題設定にそって行
われていた。

45.5% 54.5% 0.0% 0.0% 5.6% 94.4% 0.0% 0.0%

8
危機管理マニュアル（学校防災基本計画）が整備
され、教職員に周知・徹底されていた。

50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 30.0% 65.0% 5.0% 0.0%

9
校舎内外の施設設備について定期的に点検し、結
果を的確に処理していた。

54.5% 45.5% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

10

事件・事故や災害の発生の際、適切で迅速な対応
ができるよう適切に訓練し、課題を明確にしつつ
取り組んでいた。

27.3% 68.2% 4.6% 0.0% 36.8% 63.2% 0.0% 0.0%

11
特別支援教育の体制が整い機能的に行われてい
た。

54.5% 45.0% 0.0% 0.0% 26.3% 63.2% 10.5% 0.0%

12
目標や課題を明らかにし、単元や内容のまとまり
を意識した授業づくりを行うことができた。

18.2% 81.8% 0.0% 0.0% 21.4% 78.6% 0.0% 0.0%

13
令和の日本型教育を踏まえ、「個別最適な学び」
と「協同的な学び」の実践を図った。

22.7% 68.2% 9.1% 0.0%

14 基礎・基本の定着を図る授業に取り組んだ。 40.9% 59.1% 0.0% 0.0% 21.4% 78.6% 0.0% 0.0%

15
教材教具や備品、ICT等を活用した授業に取り組
んだ。

45.5% 54.5% 0.0% 0.0% 50.0% 42.9% 7.1% 0.0%

16
評価規準と評価方法を明確にし、指導と評価の一
体化を意識して指導に取り組んだ。

22.7% 77.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

17
家庭学習の充実を図るように指導・支援を行うこ
とができた。

9.1% 77.3% 13.6% 0.0% 0.0% 78.6% 21.4% 0.0%

18
生徒理解のために生徒とのコミュニケーションづ
くり推進に取り組んだ。

31.8% 72.7% 0.0% 0.0% 29.4% 64.7% 5.9% 0.0%

19 生徒の規範意識を育む指導に取り組んだ。 27.3% 72.7% 0.0% 0.0% 22.2% 77.8% 0.0% 0.0%

20
いじめ、不登校等の問題行動の早期発見・早期対
応に取り組んだ。

45.5% 54.5% 0.0% 0.0% 41.2% 58.8% 0.0% 0.0%

21
生徒指導上の問題や課題に対して、連携した教職
員の対応が図られた。

59.1% 36.4% 4.6% 0.0% 31.6% 68.4% 0.0% 0.0%

22
不登校や生徒の心のケア等の指導・相談が組織
的・計画的に行われた。

36.4% 63.6% 0.0% 0.0% 31.6% 68.4% 0.0% 0.0%

23
民主的で規律ある学級や学年の集団づくりに取り
組んだ。

27.3% 72.7% 0.0% 0.0% 14.3% 85.7% 0.0% 0.0%

24
豊かな心が育成されるように全教育活動の中で道
徳教育が適切に行わた。

22.7% 77.3% 0.0% 0.0% 13.3% 86.7% 0.0% 0.0%

25
生徒の実態に応じたキャリア教育・進路指導に取
り組んだ。

31.8% 68.2% 0.0% 0.0% 7.1% 92.9% 0.0% 0.0%

26
学校は、教育活動をたよりやホームページを通し
て家庭・地域への広報を図っていた。

45.5% 54.5% 0.0% 0.0% 47.4% 52.6% 0.0% 0.0%

27
コミュニティ・スクールを意識し、地域の教育力
を生かすよう取り組んでいた。

22.7% 72.7% 4.6% 0.0% 0.0% 70.6% 29.4% 0.0%

28
家庭・地域の願いに応えるため、学校への要望等
を聞くことに努めていた。

36.4% 59.1% 4.6% 0.0% 36.8% 63.2% 0.0% 0.0%

29 生徒が進んで挨拶するような指導に取り組んだ。 31.8% 68.2% 0.0% 0.0% 10.5% 68.4% 21.1% 0.0%

30 合唱活動の推進を図った。 45.5% 54.5% 0.0% 0.0% 29.4% 58.8% 11.8% 0.0%

31
部活動や委員会活動等、授業以外で生徒の主体的
な取り組み図った。

22.7% 77.3% 0.0% 0.0% 6.7% 86.7% 6.7% 0.0%

32
学校が行った感染症対策は、教職員への周知、徹
底が図られ適切に行うことができた。

63.6% 36.4% 0.0% 0.0% 68.4% 31.6% 0.0% 0.0%
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